
下野市学校教育サポートセンター 

 

受付時間  

午前９時～午後４時（月・火・水・金） 

午前９時～午後５時３０分（木） 

※土・日、祝祭日、お盆期間、年末年始はお休み 

  

お問合せ  

教育相談 ☎０２８５―５２－１１４０ 

 

令和３年度          教育相談だより
石北小だよりNo.24    ～ぽかぽか～ ７月号 

 
相談ポストとは、困っていることや悩んでいること、

その他にも先生や友達に直接話しにくいことなどを

書いて投函（入れることが）できるポストです。相談

したいことがある人が、ポストの横にある「相談カー

ド」に書いて、ポストに入れます。６月１日、昇降口

に「相談ポスト」を設置しました。ピンクのポストで

す。ポストは、下駄箱から職員室に向かう途中にあり

ます。あまり人が通らないところなので安心して入れ

てほしいと思います。「相談ポスト」を開けるのは、

（教育相談係の）先生だけです。児童の皆さんは、開

けたり、いたずらをしたりしないようお願いします。

小さなことでも構いません。ひとりで悩まないで、ぜ

ひ相談してくださいね。 

 

本校では、年に２回、児童一人ひとりの心と体の健

康を把握する目的で「教育相談」を実施しています。

今年度は、第１回を６月２２日～７月９日として行い

ます。第２回は、１１月末に行う予定です。相談前に、子どもたちに「相談カード」を記

入してもらい、業間や昼休みの時間を使って、学級担任やその他話したい教職員と一対一

で話をします。毎日顔を合わせていても、２人きりで話す機会は意外と少ないです。その

ため、先生と２人で話すこの機会を「チャンス相談」としています。子ども達も楽しみに

しているようです。ご家庭でも、ぜひ、夕飯の支度時や一緒にお風呂に入っている時等、

お子さんの声に耳を傾けてみてはいかがですか？ 

 

お子さんの様子で、気になることや話してみたいことはありま

せんか。スクールカウンセラーの他に、下野市学校教育サポート

センターのスタッフが専門的な知識と豊富な経験で、悩みや困っ

ていることの相談を行っています。お気軽にご相談ください。 

 
スクールカウンセラー小野先生 

 

来校予定日 

７月１６日（金）１３：３０～１７：３０ 

９月 ７日（火） ９：００～１２：４５ 

９月２７日（月）１３：３０～１７：３０ 

１１月 ２日（火） ９：００～１２：４５ 

１１月３０日（火） ９：００～１７：３０ 

令和４年 

 ２月 １日（火） ９：００～１７：３０ 

R３.６.2２ 



教育相談係 

担当 髙田・河原井 

前回６月号で、デニス・ウェイトリーの詩を紹介しました。「全文紹介してほしい」との

要望がありましたので、さっそくご紹介します。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この詩は、わたしたちに「傾聴と共感」の大切さを教えてくれます。傾聴や共感について

は、また別の機会にお話しすることにしましょう。 

子どもたちの健やかな育ちを支えていくために、どんなことを考

えていかなければならないか、常に意識しながら、保護者の皆様と

ともに、教育活動に取り組んでいきます。 
 

                                                

 

スクールカウンセラー相談 希望書             ７月２日（金）締め切り 

７月１６日（金）の相談を希望します。 
（＊必ず第 3 希望まで希望順位をご記入いただきますようお願いいたします。） 

（

     年   組 児童名                             

                      

保護者氏名                       

14:00 15:00 16:00 

   

き   り   と   り 

 

「子供の話に耳を傾けよう」デニス・ウェイトリー      

きょう、少し 

あなたの子どもの言おうとしていることに耳を傾けよう。 

 

きょう、聞いてあげよう、あなたがどんなに忙しくても、 

さもないといつか子どもはあなたの話をきかなくなる。 

 

子どもの悩みや、要求をきいてあげよう。 

どんな些細な勝利の話も、どんなにささやかな行いもほめて 

おしゃべりを我慢して聞き、いっしょに大笑いしてあげよう。 

子どもに何があったのか、何を求めているのか見つけてあげよう。 

そして言ってあげよう、愛していると。毎晩毎晩。 

叱ったあとは必ず抱きしめてやり 

「大丈夫だ」と言ってやろう。 

 

子どもの悪い点ばかりあげつらっていると、 

そうなってほしくないような人間になってしまう。 

だが、同じ家族の一員なのが誇らしいと言ってやれば、 

子どもは、自分を成功者だと思って育つ。 

 

きょう、少し 

子どもが言おうとしていることに耳を傾けよう。 

きょう、聞いてあげよう、どんなに忙しくても、 

そうすれば、子どももあなたの話を聴きにもどってくるだろう。 
 


